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「エンタープライズシステムの「エンタープライズシステムの
見える化設計」コース見える化設計」コース

「エンタープライズシステムの「エンタープライズシステムの
見える化設計」コース見える化設計」コース

「テキスト」
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コースの目標

「エンタープライズシステム設計に係る

戦略プロセス分析、業務システム設計の

手法とその基本知識を体系的に修得する。」

￭エンタープライズシステム設計要件を理解する

￭要求定義に係る主要手法を修得する

￭エンタープライズシステム設計手順を理解する

カリキュラム構成
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単 元 研修項目

はじめに

目的

第Ⅰ章 エンタープライズシステム設計の知識要件

1．エンタープライズシス
テム設計の知識要件

（1）ビジネス目標とプロセス目標

（2）エンタープライズシステム化の知識

１．ビジネス要求定義の
知識とメソドロジー

事業のビジネス目標に沿ってあるべき
業務プロセスの目標化の基礎知識

を習得する （2）ビジネスプロセスのモニタリング

（1）経営活動とシステムエンタープライズシステム化のための
知識要件を鳥瞰する

２．IT化要求定義の
知識とメソドロジー

３．ITシステム構造化定義
の知識とメソドロジー

新業務プロセスの論理的検証と
ビジネス目標に基づくIT化目標の設定

の基礎知識を習得する

新業務プロセスのシステム化
対象業務とシステム化要件を定義

の基礎知識を習得する

（1）IT戦略プロセス

（2）エンタープライズシステムモデル

（1）外部要件定義

（3）RFP要件

課題演習：情報モデル設計

第Ⅱ章 エンタープライズシステム設計の知識とメソドロジー

（5）ITプロセスのIT成熟度

（4）IT目標の設定

（2）情報共有システムの定義要件

（4）システム企画書構成

（3）ジェネリックモデルの記述法

単 元 研修項目目的

カリキュラム構成
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まとめとQ/A

第Ⅲ章 エンタープライズシステムの設計ステップ

１．設計ステップの全体像

「ビジネス要求定義」の
設計作業とその主要成果物を

概観する

（1）設計ステップの全体概要

（1）設計スッテプ概要

（2）設計ステップの主要成果物

（2）設計作業の主要成果物

２．「ビジネス要求定義」
ステップ

エンタープライズシステムの
要求定義局面での設計ステップと

その主要成果物を概観する

「 IT化要求定義」の
設計作業とその主要成果物を

概観する

（1）設計スッテプ概要

（2）設計作業の主要成果物

３．「 IT化要求定義」
ステップ

「ITシステム構造化定義」の
設計作業とその主要成果物を

概観する

（1）設計スッテプ概要

（2）設計作業の主要成果物

４．「ITシステム構造化定義」
ステップ
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第Ⅰ章 エンタープライズシステム設計の知識

１．企業活動と情報システム

２．エンタープライズシステム化知識
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◆経営活動環境要因

経営資源

経営機能

同業他社

販売 生産 物流 経理

企業

・政治
・経済
・社会
・技術

経営活動

脅威

機会/脅威

外的環境要因 内的環境要因

・強み
・弱み

１．企業活動と情報システム

ポイント：経営活動は経営環境によって経営機能を変える。
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１．企業活動と情報システム

経営目標

経営機能

経営資源 ひと もの かね

売上高・利益、
シェア、・・・

経営活動

基幹システム

経理物流販売生産

経営戦略

◆情報システムの位置づけ

ポイント：エンタープライズシステムは業務プロセスと経営資源の効果的コミュニケーションとしての情報システムである

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
シ
ス
テ
ム

１．企業活動と情報システム

◆納期遵守率 19.06%
◆コスト遵守率 38.0%
◆品質遵守率 52.0%
◆全ての遵守率 3.8%

出典：日経コンピュータ誌2008/12/01

◆ITプロジェクトのトラブル原因
（5億円以上のプロジェクトを対象）

◆プロジェクト遅れの原因-トップ３

①要件定義が計画より長くなった（43.6%）
②開発作業が長引いた(33.0%）
③設計作業が長引いた(33.0%）

◆コスト超過を招いた原因-トップ３

①追加の開発作業が発生した（58.9%）
②追加の設計作業が発生した(47.5%）
③追加の企画作業が発生した(32.6%）

◆システムの品質問題発生箇所-トップ３

①テストが不十分･移行作業に問題(41.7%）
②要件定義が不十分（36.7%）
③システムの設計が不正確(31.7%）
③システムの開発の質が悪い(31.7%）
③エンドユーザーへの教育が不十分(31.7%）

結論：
要件定義の品質の悪さがプロ
ジェクトの全てのトラブルを発
生させる

（複数回答）
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ポイント：エンタープライズシステムのトラブルは要件定義の品質が悪いことに起因している。
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１．企業活動と情報システム

ポイント：あるべき情報システムとは戦略目標対応できる業務プロセスの見える化とシステム機能の特定ができること

◆情報システム設計のあるべき姿

戦略目標１

戦略目標２

戦略目標３

・・・・・・

販売機能

生産機能

物流機能

・・・・・・

販売プロセス機能１

販売プロセス機能２

販売プロセス機能３

・・・・・・

生産プロセス機能１

生産プロセス機能２

・・・・・・

販売システム機能２

販売システム機能３

・・・・・・

生産システム機能１

生産システム機能２

・・・・・・

経営戦略 業務プロセス 情報システム

経営戦略変更に対応したシステム機能変更対応

業務プロセス機能とシステム機能が1対1対応

戦略目標への対応業務プロセス機能が特定できる
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１．企業活動と情報システム

ポイント：エンタープライズシステムアプローチは経営戦略に対応した機能設計を可能にする

経営戦略

ビジネス要求

ビジネスプロセス

IT系プロセス

情報システム

人間系プロセス

◆情報システム化設計の課題と特徴

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
シ
ス
テ
ム
構
築
ス
テ
ッ
プ

従
来
型
基
幹
シ
ス
テ
ム
構
築
ス
テ
ッ
プ

設計タイプ 従来のシステム
型開発

エンタープライズ
システム型開発

特徴 ・特定業務や特定基幹
業務のシステム化

・開発システムを中心に
他システム連携設計

・経営活動全体のプロ
セス見える化後、対象
業務のシステム化

・情報体系の整備

要求定義設計者 ITベンダー中心 全業務部門ユーザー

開発者 ITベンダー中心 ITベンダー

課題/解決課題 ・特定業務中心の部分
最適システム

・経営変化への対応が
困難

・全体最適のシステム
化投資が可能

・経営変化での対応
機能が特定できる

ユーザー要求とITベン
ダー要件定義にズレが
発生

要求定義のITベンダー
間とのずれが解消

開発の後戻りや追加仕様
が発生

ITベンダーの想像的開
発のトラブル解消

Bottom UP

Top Down

戦
略
目
標

新
業
務
プ
ロ
セ
ス
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2. エンター・プライズシステムモデル

2.1 要求定義の分野

2.2 ビジネスプロセスの定義

2.3 業務プロセス設計の設計ステップ

2.4 エンタープライズモデルの構成
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出典：「ITコーディネータ IT経営の最新知識」改訂版（アスキー）

2.1 要求定義の分野

受注

発注

出荷

請求
入金

製造
事業の
ビジネス
要求

ビジネスモデル ビジネスプロセス

モデル

仕入先

パート
ナー

お客様

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
改
善
要
求

ポイント：エンタープライスシステムは経営戦略に沿ったビジネスプロセスの構築ステップになる。

◆ビジネスモデルとビジネスプロセスモデル

要
求
定
義
の
分
野
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2.1 要求定義の分野

ビジネス
モデル

現行業務
プロセス

あるべきビジネス
プロセスモデル

エンター・プライズ
システムモデル

経営管理情報目標

見
え
る
化
目
標

ポイント：エンタープライスシステムはビジネスモデルの反映と現行業務プロセスのみえる化を吸収して構築する

IT

化
目
標

戦略目標（プロセス目標）

（注）セグメント：同種の商品群
やサービス群を言う
（白物家電やPCなど）

商
品
別
損
益

全
社
損
益

セ
グ
メ
ン
ト
別
損
益

商
品
グ
ル
ー
プ
別
損
益

全社損益
国別損益

地域別損益
顧客別損益
顧客別損益

単
品
別
損
益

部
門

別
損

益

時間◆エンタープライズシステムの構成要素

2.1 要求定義の分野

◆ビジネス目標からIT業務プロセスへの展開

SWOT分析

事業定義

事業目標

対象顧客

ビジネス

C
S
F

基幹
プロセス
支援

プロセス

BSC分析

財務の戦略目標

顧客の戦略目標

内部業務プロセス
の戦略目標

学習と成長視点
の戦略目標

プロセス改革課題

COBIT分析

情
報
要
請
規
準

有効性

効率性

機密性

インテ
グリティ

可用性

コンプライ
アンス

信頼性

情報システム目標

IT環境テーマ

プロセス
階層化分析

プロセス階層化分析

経営戦略策定フェーズ IT戦略策定フェーズ

事業目標定義 IT化目標変換規準
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ポイント：エンタープライスシステムは各主要な分析手法を組み合わせることで論理的展開が出来る

2.1 要求定義の分野

ポイント：エンタープライズシステムの業務プロセス定義ステップはプロセス改革目標から始まる。

◆要求定義の範囲

ISM-Research CO.LTD All Rights Reserved 54

経営戦略
SWOT分析
（経営課題）

BSC分析
（戦略目標）

IT化目標

IT環境テーマ

事業間プロセス定義

プロセス外改革目標

業
務
プ
ロ
セ
ス
レ
ベ
ル

レベル０

レベル１

レベル２

レベル３

レベル４

プロセス改革目標

経
営
戦
略
定
義
レ
ベ
ル

業務間プロセス定義

業務プロセス定義

業務処理機能定義

IT戦略課題

IT化業務プロセス
改革テーマ

要求定義の範囲

経営戦略定義 IT戦略定義
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第Ⅲ章 エンタープライズシステムの設計ステップ

１．設計ステップの全体像

２．「ビジネス要求定義」ステップ

３．「IT化要求定義」ステップ

４． 「ITシステム構造化定義」ステップ

Ⅲ.1 設計ステップの全体像

１．設計ステップの全体概要

２．設計ステップの主要成果物
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１．設計ステップの全体概要

設計ステップ

１．「ビジネス要求

定義」

２．「IT化要求定義」

３．「ITシステム構造

定義」

４．「エンタープライズ

システム構想書作成」

ステップ目的

新事業のビジネス目標に沿っ
たあるべきビジネスプロセスの
目標を設定する

あるべき業務と現行業務プロ
セスのＧＡＰ分析とIT化目標を
設定する

新業務プロセスのシステム化
対象業務と外部システム化要
件を定義する

エンタープライズシステム構築
の構想書原案作成を行う

作業事項

①経営目標に対するビジネス目標の設定

①新ビジネスプロセスの定義

①IT対象業務の選定

①RFP要件の定義

②上位業務プロセス機能と業務フローの
仮説定義

③新ビジネスプロセス目標への展開と目標
の設定

④ビジネス目標のIT化目標への変換

②新ビジネスプロセスの情報モデル定義

③新業務プロセスGAP分析の作成

③エンタープライズシステムの定義

②情報システム機能の定義・検証

②エンタープライズシステム構想書の作成
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・現行データベース定義
データ

２．設計ステップの主要成果物
経営ビジョン定義

１．「ビジネス要求
定義」

２．「IT化要求定義」

３．「ITシステム
構造定義」

４．「エンタープライズ
システム構想書作成」

IT調達

・経営トップ要望書

・ビジネスプロセス目標定義表

・新業務上位フローマトリクス仮説図

・モニタリング指標定義表 など

・現状業務フローマトリクス図
・現状ＤＭＭ図

・新業務フローマトリクス図

・新業務情報モデル定義表

・業務プロセスGAP分析表

・ITプロセス成熟度分析表

・IT化目標定義表 など

・現状業務DFD定義表
・現行データベース定義
データ

・IT化対象業務抽出整理図

・サブシステム機能定義表

・新データストア属性定義表

・エンタープライズシステム定義表 など

・RFP構成項目

・エンタープライズシステムRFP原案

・エンタープライズシステム構想書原案

など
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Ⅲ.2 「ビジネス要求定義」ステップ

１．設計ステップの概要

２．設計作業の主要成果物
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「ビジネス要求定義」の構造
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経
営
ビ
ジ
ョ
ン

戦
略
目
標
の
設
定

プロセス目標の定義

経営管理情報の要求

プロセス戦略目標の設定と目標の定義

経営活動・管理情報の形態的要求

IT

化
要
求
定
義

経営目標の定義

ビジネス要求定義

ポイント：ビジネス要求定義では経営目標をプロセス目標と経営判断情報の要求として定義する。

Ⅲ.3 「IT化要求定義」ステップ

１．設計ステップの概要

２．設計作業の主要成果物
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「IT化要求定義」の構造
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IT

シ
ス
テ
ム
構
造
化
定
義

IT化要求定義

ポイント：IT化要求定義では経新業務プロセス設計とIT基盤方針をIT化目標として定義する定義する。

現行業務プロセスの
見える化

あるべき業務プロセス
の設計

新
業
務
プ
ロ
セ
ス
のG

AP

分
析

ビ
ジ
ネ
ス
要
求
定
義

IT

化
目
標
の
設
定

業務プロセス
IT設計方針

IT環境構築
方針

１．設計ステップの概要

作業ステップ 作業目的 実施事項

１．新ビジネスプロセス

の定義

新業務プロセス目標のもとに新
業務プロセスを作成し、仮説プ
ロセスを確定する

①新業務プロセスDFDを定義する

②新業務フローマトリクス図の確定

③アイアンクロス分析の作成と検証を行う

２．新ビジネスプロセス

の情報モデル定義

業務および企業レベルのDB定
義とDB構成定義を行う

①業務グループ別情報モデルの定義をする

②企業レベルの情報モデル定義をする

３．新業務プロセスGAP

分析の作成

新業務プロセスおよびITプロセ
スに対する現行業務都のGAP
分析と改善方針を作成する

①業務プロセスのGAP分析をおこなう

②ITプロセス成熟度分析をおこなう

４．IT化目標の定義 ビジネスプロセス目標をIT化目
標に変換・定義する

①IT化目標の設定する

「ビジネス要求定義」ステップの目的
あるべき業務と現行業務プロセスのＧＡＰ分析とIT化目標を設定する
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・新業務DMM図（レベル2）
・業務フローマトリクス図
（レベル2）

・新DS仮説一覧表（改訂版）
・新アイアンクロス仮説図
（業務-DS) など

１．設計ステップの概要

２．新ビジネスプロセス
の情報モデル定義

・新業務情報モデル定義
（APPL)

・新業務情報モデル定義
（モニタリング)
など

・現状業務DMM、アイアン
クロス図

・ビジネスプロセス目標
定義表

３．新業務プロセス
GAP分析の作成

・IT化目標定義表 など

１．新ビジネスプロセス
の定義

・新DS仮説一覧表
・新業務上位DMM仮説図
・新業務上位フローマトリ
クス図

４．IT化目標の定義

・業務プロセスGAP分析表
・ITプロセス成熟度分析表
など

・経営トップ要望書（IT)

作業フローと主要成果物
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「ITシステム構造定義」の構造
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ポイント：ITシステム構造定義では外部設計要件を定義する。

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
シ
ス
テ
ム

設
計
仕
様
書

ITシステム構造化定義

IT

化
要
求
定
義

IT化対象業務
の外部設計

IT環境の特定

IT化対象業務フロー図

IT業務機能定義表

入出力帳票/画面定義

IT化対象業務選定表

データベース定義表

インターフェース定義表

システム情報モデル体系図

業務プロセス定義

１．設計ステップの概要

作業ステップ 作業目的 実施事項

１．IT対象業務の選定 新業務プロセスにおけるIT化
対象プロセスを抽出し、シス
テム化業務をグループ定義を
する

①IT化対象プロセスの選定をおこなう

②システム化対象業務のサブシステムグルー

ピングを行う

２．情報システム機能の
定義・検証

サブシステムのシステム機能
を作成する

②アイアンクロスシステム分析図

（システム機能-データ）を作成する。

①システム機能を定義する

３．エンタープライズシステム
の定義

エンタープライズシステムに
含まれるすべてのシステム関
係要件をまとめ整理する

①新業務データフロー図を作成する

②データベースの属性を定義する

③入出力定義を整理する

④エンタープライズシステム定義表に
整理する

「 ITシステム構造定義」ステップの目的
新業務プロセスのシステム化対象業務と外部システム化要件を定義する
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・業務機能WBS図
・IT化対象業務整理図
（業務－DS） など

１．設計ステップの概要

２．情報システム機能
の定義・検証

３．エンタープライズシステム
の定義

・新業務データフロー図
・新データストア属性定義表
・新DS一覧表
・入出力帳票等属性定義表
・エンタープライズシステム
定義表 など

・現状データベース定義表
・新DS仮説一覧表（改訂版）
・情報モデル構造整理表
・新業務フローマトリクス図

１．IT対象業務の選定・新アイアンクロス図
（業務－DS)

・新業務フローマトリクス図
（レベル0,1,2）

・新業務DMM図(レベル0,1,2）
・IT化目標定義表項目

・アイアンクロスシステム
分析図（SYSTEM-DS)

・サブシステム機能定義表
など

作業フローと主要成果物
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